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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第40期

中間連結会計期間
第41期

中間連結会計期間
第40期

会計期間
自2024年９月１日
至2025年２月28日

自2025年９月１日
至2026年２月28日

自2024年９月１日
至2025年８月31日

売上高 （千円） 43,064,756 45,592,251 82,463,458

経常利益又は経常損失（△） （千円） △227,155 2,582,763 △220,261

親会社株主に帰属する中間純利益

又は親会社株主に帰属する中間

（当期）純損失（△）

（千円） △177,530 1,682,482 △203,114

中間包括利益又は包括利益 （千円） △106,096 2,219,829 7,520

純資産額 （千円） 9,245,875 11,306,861 9,218,102

総資産額 （千円） 26,816,836 30,308,378 25,705,307

１株当たり中間純利益又は１株当

たり中間（当期）純損失（△）
（円） △12.57 118.98 △14.37

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 34.5 37.3 35.9

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 2,678,313 △1,578,319 2,322,916

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △127,075 △334,531 △1,980,561

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 1,974,453 1,161,084 △29,595

現金及び現金同等物の中間期末

（期末）残高
（千円） 6,053,279 944,995 1,637,668

（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．第41期中間連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

３．第40期及び第40期中間連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、１株当た

り中間（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善を背景に緩やかな回復基調で推移いたしまし

た。一方で、地政学リスクの高まりや為替相場の変動、原材料価格の高騰など、依然として先行き不透明な状況が

続いております。

当社グループの主力取扱商品である銅は、ロンドン金属取引所の期中平均Cash価格が前年同期比27.8％上昇する

など、高値圏で推移いたしました。

このような環境下において、当社グループは収益基盤の強化と販売効率の向上に注力してまいりました。原材料

価格の高騰に伴う運転資金需要の増大に対応するため採算性の低い取引の見直しを継続的に実施したことに加え、

海外子会社による北米市場の拡大など強固な販売体制の構築に努めてまいりました。

この結果、当中間連結会計期間の経営成績は、売上高は455億92百万円（前年同期比5.9％増）、営業利益は25億

15百万円（前年同期は営業損失１億64百万円）、経常利益は25億82百万円（前年同期は経常損失２億27百万円）、

親会社株主に帰属する中間純利益は16億82百万円（前年同期は親会社株主に帰属する中間純損失１億77百万円）と

なりました。

2026年２月13日に公表いたしましたとおり、当初の予想を大幅に上回る進捗となり、経常利益については15期ぶ

りに中間連結会計期間としての過去最高益を更新いたしました。

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

（非鉄金属事業）

非鉄金属事業の主力取扱商品であるインゴット販売が米国子会社の需要取り込みも寄与し堅調に推移したもの

の、リサイクル原料販売が減少した結果、販売量は前年同期比17.3％減となりました。しかしながら販売単価の上

昇や改定により、当中間連結会計期間の売上高は451億76百万円（前年同期比5.7％増）と前年同期比24億46百万円

の増加となりました。

品目別では、インゴット売上高は208億円（前年同期比21.9％増）、リサイクル原料売上高は242億38百万円（前

年同期比5.4％減）、その他売上高は１億36百万円（前年同期比156.1％増）となりました。

（美術工芸事業）

美術工芸事業は、資産価値としての需要が根強い金製品及びキャラクター製品等の需要が底堅く推移したことか

ら、当中間連結会計期間の売上高は４億15百万円（前年同期比24.2％増）と前年同期比80百万円の増加となりまし

た。

 

財政状態につきましては、次のとおりであります。

（資産）

当中間連結会計期間末における流動資産は252億15百万円となり、前連結会計年度末に比べ40億３百万円増加い

たしました。これは主に、現金及び預金が５億36百万円減少した一方で、売上債権が17億80百万円、棚卸資産が15

億８百万円、前渡金が13億63百万円増加したことによるものであります。また、固定資産は50億93百万円となり、

前連結会計年度末に比べ５億99百万円増加いたしました。これは主に、有形固定資産が１億24百万円減少した一方

で、投資その他の資産が７億35百万円増加したことによるものであります。

この結果、総資産は303億８百万円となり、前連結会計年度末に比べ46億３百万円増加いたしました。

（負債）

当中間連結会計期間末における流動負債は139億20百万円となり、前連結会計年度末に比べ15億91百万円増加い

たしました。これは主に、仕入債務が１億19百万円、短期借入金が４億61百万円、未払法人税等が８億75百万円増

加したことによるものであります。また、固定負債は50億81百万円となり、前連結会計年度末に比べ９億22百万円

増加いたしました。これは主に、長期借入金が６億92百万円、繰延税金負債が２億34百万円増加したことによるも

のであります。

この結果、負債は190億１百万円となり、前連結会計年度末に比べ25億14百万円増加いたしました。
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（純資産）

当中間連結会計期間末における純資産合計は113億６百万円となり、前連結会計年度末に比べ20億88百万円増加

いたしました。これは主に、利益剰余金が15億41百万円、その他有価証券評価差額金が５億５百万円増加したこと

によるものです。

この結果、自己資本比率は37.3％となりました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、９億44百万円となり、前連結会

計年度末に比べ６億92百万円減少いたしました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間における営業活動の結果支出した資金は15億78百万円（前年同期は26億78百万円の収入）と

なりました。これは主に、税金等調整前中間純利益が25億82百万円、減価償却費が２億25百万円あった一方、売上

債権の増加が17億21百万円、棚卸資産の増加が14億31百万円、前渡金の増加が13億63百万円あったためでありま

す。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間における投資活動の結果支出した資金は３億34百万円（前年同期は１億27百万円の支出）と

なりました。これは主に、定期預金の預入による支出が１億55百万円、有形固定資産の取得による支出が１億77百

万円あったためであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間における財務活動の結果得られた資金は11億61百万円（前年同期は19億74百万円の収入）と

なりました。これは主に、長期借入金の返済による支出が７億16百万円、配当金の支払額が１億41百万円あった一

方、長期借入れによる収入が16億円、短期借入金の純増加額が４億50百万円あったためであります。

 

(3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(4）経営方針・経営戦略等

当中間連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。

 

(5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更

はありません。

 

(6）研究開発活動

当中間連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は8,538千円であります。

なお、当中間連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【重要な契約等】

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 28,000,000

計 28,000,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
（2026年２月28日）

提出日現在発行数（株）
（2026年４月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 14,337,200 14,337,200
東京証券取引所

スタンダード市場
単元株式数100株

計 14,337,200 14,337,200 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

2025年９月１日～

2026年２月28日
－ 14,337,200 － 1,000,000 － 293,024
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（５）【大株主の状況】

  2026年２月28日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己株
式を除く。）の総数
に対する所有株式数
の割合（％）

株式会社黒谷商店 富山県射水市作道2140－３ 5,696,000 40.24

黒谷　純久 東京都世田谷区 3,024,900 21.37

株式会社ＳＭＣ
兵庫県神戸市兵庫区駅前通２丁目

１－２
400,000 2.83

黒谷　暁 富山県富山市 223,500 1.58

黒谷　昌輝 東京都港区 200,000 1.41

株式会社北陸銀行
富山県富山市堤町通り１丁目２－

２６
140,000 0.99

いずも産業株式会社 島根県出雲市斐川町黒目1260－１ 124,700 0.88

BNP PARIBAS NEW YORK BRANCH FOR TREATY

（常任代理人　香港上海銀行）

787 7TH AVENUE, NEW YORK, NEW

YORK

（東京都中央区日本橋３丁目11－

１）

120,100 0.85

黒谷　春美 東京都世田谷区 120,000 0.85

株式会社MERF従業員持株会 富山県射水市奈呉の江12－２ 110,602 0.78

計 － 10,159,802 71.78
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2026年２月28日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 183,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 14,141,100 141,411 －

単元未満株式 普通株式 12,800 － －

発行済株式総数  14,337,200 － －

総株主の議決権  － 141,411 －

 

②【自己株式等】

    2026年２月28日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社MERF
富山県射水市奈呉の江12

番地の２
183,300 － 183,300 1.28

計 － 183,300 － 183,300 1.28

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について
当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2025年９月１日から2026年２月

28日まで）に係る中間連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる期中レビューを受けております。
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１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2025年８月31日)

当中間連結会計期間
(2026年２月28日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,639,166 1,102,426

受取手形及び売掛金 8,548,838 10,111,235

電子記録債権 ※２ 558,732 ※２ 776,390

商品及び製品 1,462,166 2,229,052

仕掛品 566,163 578,198

原材料及び貯蔵品 5,508,267 6,237,952

前渡金 2,199,569 3,562,909

未収消費税等 411,494 195,927

その他 317,471 421,104

流動資産合計 21,211,871 25,215,198

固定資産   

有形固定資産   

土地 1,521,121 1,521,121

その他（純額） 1,794,301 1,669,437

有形固定資産合計 3,315,423 3,190,558

無形固定資産 121,512 110,280

投資その他の資産 ※１ 1,056,500 ※１ 1,792,340

固定資産合計 4,493,436 5,093,180

資産合計 25,705,307 30,308,378
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2025年８月31日)

当中間連結会計期間
(2026年２月28日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,013,338 2,261,242

電子記録債務 387,151 259,035

短期借入金 7,700,000 8,161,222

１年内返済予定の長期借入金 1,433,390 1,614,481

リース債務 59,209 67,796

未払法人税等 16,300 892,193

賞与引当金 38,335 127,334

その他 680,772 537,030

流動負債合計 12,328,498 13,920,336

固定負債   

長期借入金 3,581,646 4,274,378

リース債務 401,841 403,140

繰延税金負債 17,426 252,417

退職給付に係る負債 120,250 118,486

長期前受収益 37,541 32,757

固定負債合計 4,158,706 5,081,181

負債合計 16,487,204 19,001,517

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,000,000 1,000,000

資本剰余金 698,426 699,328

利益剰余金 6,937,420 8,478,531

自己株式 △104,887 △95,487

株主資本合計 8,530,960 10,082,373

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 493,157 998,350

為替換算調整勘定 193,984 226,137

その他の包括利益累計額合計 687,142 1,224,488

純資産合計 9,218,102 11,306,861

負債純資産合計 25,705,307 30,308,378
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：千円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2024年９月１日
　至　2025年２月28日)

 当中間連結会計期間
(自　2025年９月１日
　至　2026年２月28日)

売上高 43,064,756 45,592,251

売上原価 42,155,986 41,749,842

売上総利益 908,770 3,842,409

販売費及び一般管理費 ※ 1,073,171 ※ 1,326,661

営業利益又は営業損失（△） △164,400 2,515,748

営業外収益   

受取利息 20,907 11,036

受取配当金 5,404 8,016

為替差益 － 90,346

受取保険金 2,871 －

貸倒引当金戻入額 63,447 －

雑収入 672 48,065

その他 127 9,249

営業外収益合計 93,430 166,714

営業外費用   

支払利息 61,975 85,156

持分法による投資損失 21,449 371

為替差損 63,425 －

貸倒引当金繰入額 － 1,065

その他 9,334 13,105

営業外費用合計 156,185 99,698

経常利益又は経常損失（△） △227,155 2,582,763

税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間純損

失（△）
△227,155 2,582,763

法人税、住民税及び事業税 6,515 896,143

法人税等調整額 △56,140 4,137

法人税等合計 △49,625 900,281

中間純利益又は中間純損失（△） △177,530 1,682,482

親会社株主に帰属する中間純利益又は親会社株主に

帰属する中間純損失（△）
△177,530 1,682,482

 

EDINET提出書類

株式会社ＭＥＲＦ(E25443)

半期報告書

11/21



【中間連結包括利益計算書】

  （単位：千円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2024年９月１日
　至　2025年２月28日)

 当中間連結会計期間
(自　2025年９月１日
　至　2026年２月28日)

中間純利益又は中間純損失（△） △177,530 1,682,482

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 78,127 505,193

為替換算調整勘定 △5,259 35,499

持分法適用会社に対する持分相当額 △1,433 △3,347

その他の包括利益合計 71,434 537,346

中間包括利益 △106,096 2,219,829

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 △106,096 2,219,829

非支配株主に係る中間包括利益 － －
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（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2024年９月１日
　至　2025年２月28日)

 当中間連結会計期間
(自　2025年９月１日
　至　2026年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間純

損失（△）
△227,155 2,582,763

減価償却費 130,312 225,987

受取利息及び受取配当金 △26,312 △19,053

支払利息 61,975 85,156

持分法による投資損益（△は益） 21,449 371

為替差損益（△は益） 18,085 △182,952

貸倒引当金の増減額（△は減少） 43,165 1,065

売上債権の増減額（△は増加） 1,989,505 △1,721,027

棚卸資産の増減額（△は増加） 945,028 △1,431,832

仕入債務の増減額（△は減少） △1,306,002 98,112

前渡金の増減額（△は増加） △205,384 △1,363,340

未収消費税等の増減額（△は増加） 1,733,223 219,347

破産更生債権等の増減額（△は増加） △106,612 1,500

その他 38,146 67,513

小計 3,109,426 △1,436,388

利息及び配当金の受取額 13,372 18,214

利息の支払額 △66,707 △88,023

法人税等の支払額 △377,933 △94,400

法人税等の還付額 155 22,278

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,678,313 △1,578,319

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △0 △155,810

関係会社貸付金の回収による収入 44,700 －

有形固定資産の取得による支出 △163,491 △177,639

無形固定資産の取得による支出 △6,304 －

投資有価証券の取得による支出 △1,850 △1,370

その他 △128 288

投資活動によるキャッシュ・フロー △127,075 △334,531

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,900,000 450,000

長期借入れによる収入 － 1,600,000

長期借入金の返済による支出 △784,717 △716,612

リース債務の返済による支出 － △30,841

配当金の支払額 △140,829 △141,461

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,974,453 1,161,084

現金及び現金同等物に係る換算差額 △6,091 59,095

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,519,598 △692,672

現金及び現金同等物の期首残高 1,533,681 1,637,668

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 6,053,279 ※ 944,995
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【注記事項】

（中間連結貸借対照表関係）

※１　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の金額

 
前連結会計年度
（2025年８月31日）

当中間連結会計期間
（2026年２月28日）

投資その他の資産 140,935千円 142,001千円

 

※２　中間連結会計期間末日満期電子記録債権

中間連結会計期間末日満期電子記録債権の会計処理については、当中間連結会計期間末日が金融機関の休日

でしたが、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当中間連結会計期間末日満期電子記録債権

の金額は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度
（2025年８月31日）

当中間連結会計期間
（2026年２月28日）

電子記録債権 8,490千円 10,103千円

 

（中間連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前中間連結会計期間
（自 2024年９月１日
　　至 2025年２月28日）

　当中間連結会計期間
（自 2025年９月１日
　　至 2026年２月28日）

販売諸掛 254,668千円 202,736千円

従業員給与及び賞与 106,859 215,210

賞与引当金繰入額 4,625 43,711

退職給付費用 13,601 1,894

支払手数料 142,550 79,082

貸倒引当金繰入額 106,612 －

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとお

りであります。

 
前中間連結会計期間
（自 2024年９月１日
至 2025年２月28日）

当中間連結会計期間
（自 2025年９月１日
至 2026年２月28日）

現金及び預金勘定 5,604,670千円 1,102,426千円

有価証券に含まれるMMF 450,245 －

預入期間が３か月を超える定期預金 △1,636 △157,430

現金及び現金同等物 6,053,279 944,995
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年９月１日　至　2025年２月28日）

(1) 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年11月21日

定時株主総会
普通株式 141,212 10 2024年８月31日 2024年11月22日 利益剰余金

 

(2) 基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後とな

るもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年４月11日

取締役会
普通株式 141,389 10 2025年２月28日 2025年５月８日 利益剰余金

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年９月１日　至　2026年２月28日）

(1) 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年11月20日

定時株主総会
普通株式 141,371 10 2025年８月31日 2025年11月21日 利益剰余金

 

(2) 基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後とな

るもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2026年２月13日

取締役会
普通株式 283,077 20 2026年２月28日 2026年５月８日 利益剰余金

（注）１株当たり配当額には、設立40周年記念配当10円が含まれております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年９月１日　至　2025年２月28日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

調整額

中間連結
損益計算書
計上額
（注） 非鉄金属 美術工芸 計

売上高      

顧客との契約から生じ

る収益
42,730,013 334,743 43,064,756 － 43,064,756

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 42,730,013 334,743 43,064,756 － 43,064,756

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － －

計 42,730,013 334,743 43,064,756 － 43,064,756

セグメント利益又は

損失（△）
△244,229 79,828 △164,400 － △164,400

（注）セグメント利益又は損失（△）の合計額は、中間連結損益計算書の営業損失と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年９月１日　至　2026年２月28日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

調整額

中間連結
損益計算書
計上額
（注） 非鉄金属 美術工芸 計

売上高      

顧客との契約から生じ

る収益
45,176,591 415,659 45,592,251 － 45,592,251

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 45,176,591 415,659 45,592,251 － 45,592,251

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － －

計 45,176,591 415,659 45,592,251 － 45,592,251

セグメント利益 2,363,461 152,286 2,515,748 － 2,515,748

（注）セグメント利益の合計額は、中間連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 

（１株当たり情報）

１株当たり中間純利益又は１株当たり中間純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
（自　2024年９月１日
至　2025年２月28日）

当中間連結会計期間
（自　2025年９月１日
至　2026年２月28日）

１株当たり中間純利益又は１株当たり中間純損失

（△）
△12円57銭 118円98銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益又は親会社

株主に帰属する中間純損失（△）（千円）
△177,530 1,682,482

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利

益又は親会社株主に帰属する中間純損失（△）

（千円）

△177,530 1,682,482

普通株式の期中平均株式数（株） 14,125,504 14,141,239

（注）１．前中間連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、１株当たり中間純損失であり、ま

た、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当中間連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

第41期（2025年９月１日から2026年８月31日まで）中間配当について

2026年２月13日開催の取締役会において、2026年２月28日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配

当を行うことを決議いたしました。なお、１株当たりの金額20円には、設立40周年記念配当10円が含まれておりま

す。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　    283,077千円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　   20円

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　　　2026年５月８日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

 

 2026年４月10日

 

株式会社ＭＥＲＦ  

 

取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ

 北陸事務所

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 齋藤　康宏

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 石橋　智己

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＭＥＲ

Ｆの2025年９月１日から2026年８月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2025年９月１日から2026年２月28日ま

で）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、中間連

結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、株式会社ＭＥＲＦ及び連結子会社の2026年２月28日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される

規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たし

ている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付

ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財

務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場

合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期

中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して

いないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構

成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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